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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末とネットワークが複数の搬送波を介して通信を行う多重搬送波移動通信システムで
前記ネットワークに情報を提供する方法であって、
　前記方法は、ＡＴＴｏｔａｌＰｉｌｏｔＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＩｎｃｌｕｄｅｄフ
ィールドおよびＲｅｆｅｒｅｎｃｅＰｉｌｏｔＣｈａｎｎｅｌフィールドを含むメッセー
ジを前記ネットワークに伝送することを含み、
　前記ＡＴＴｏｔａｌＰｉｌｏｔＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＩｎｃｌｕｄｅｄフィールド
は、前記メッセージが接続チャンネル上で送信されないことを示し、
　前記ＲｅｆｅｒｅｎｃｅＰｉｌｏｔＣｈａｎｎｅｌフィールドは、レファレンスパイロ
ットに対応するチャンネルレコードを示し、
　前記レファレンスパイロットに対応するチャンネルレコードは、レファレンスパイロッ
トチャンネルに対して前記複数の搬送波のうちの１つ以上の搬送波を定義し、
　前記メッセージは、レファレンスパイロットチャンネルが前記メッセージが送信される
逆方向チャンネルと関連したＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌ
ｅｘ）－対の順方向ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃ
ｅｓｓ）チャンネルであるか否かを示すＲｅｆｅｒｅｎｃｅＰｉｌｏｔＣｈａｎｎｅｌＩ
ｎｃｌｕｄｅｄフィールドをさらに含む、方法。
【請求項２】
　前記メッセージがＲｏｕｔｅＵｐｄａｔｅメッセージである、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記レファレンスパイロットチャンネルが前記メッセージが送信される前記逆方向チャ
ンネルと関連した前記ＦＤＤ－対の順方向ＣＤＭＡチャンネルであり、前記Ｒｅｆｅｒｅ
ｎｃｅＰｉｌｏｔＣｈａｎｎｅｌフィールドが省略される、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）システムを改善するためのメカニズムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー情報通信業界で当業者は普通、１Ｇ、２Ｇ及び３Ｇという用語を使用する。こ
れらの用語は、使われたセルラーと技術の世代を指す。１Ｇは１世代、２Ｇは２世代、３
Ｇは３世代を指す。
【０００３】
　１Ｇは、ＡＭＰＳ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｐｈｏｎｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）
電話システムと知られたアナログ電話システムを指す。２Ｇは、一般的に全世界で広く使
われているデジタルセルラーシステムを指し、ＣＤＭＡＯｎｅ、ＧＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　
Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）、及びＴＤＭＡ
（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）を含む。２Ｇシステ
ムは、密集地域で１Ｇシステムに比べてより多くの使用者を支援することができる。
【０００４】
　３Ｇは、一般的に現在使用されているデジタルセルラーシステムを指す。３Ｇ通信シス
テムは幾つかの重要差異点を除けば概念的に互いに似ている。
【０００５】
　図１に、無線通信網構造１を示す。加入者（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ）は、ネットワーク
サービスに接続するために移動端末（ＭＳ）２を使用する。ＭＳ　２は、セルラーホンの
ように持ち歩ける携帯用通信端末、車両に設置された通信端末、または、固定された地域
の通信端末でありうる。
【０００６】
　ノードＢとも知られた基地局トランシーバーシステム（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖ
ｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ：ＢＴＳ）３は、ＭＳ　２に電磁気波を転送する。ＢＴＳ　３はアン
テナ及び無線波を転送及び受信するための装置のような無線機器で構成されることができ
る。基地局（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ：ＢＳ）６及び制御器（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏ
ｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ：ＢＳＣ）４は、一つ以上のＢＴＳから転送を受信する。ＢＳ
Ｃ　４は、ＢＴＳ及び移動交換センター（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　Ｃｅｎｔ
ｅｒ：ＭＳＣ）５または内部ＩＰ網とメッセージを交換することによって、各ＢＴＳ　３
からの無線転送を制御して管理する。ＢＴＳ　３及びＢＳＣ　４は、ＢＳ　６の一部であ
る。
【０００７】
　ＢＳ　６は、回線交換基幹網（Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ－Ｃｏｒｅ　Ｎｅｔ
ｗｏｒｋ：ＣＳＣＮ）７及びパケット交換基幹網（Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ　Ｃ
ｏｒｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：ＰＳＣＮ）８とメッセージを交換し、データを転送する。ＣＳ
ＣＮ　７は通常の音声通信を提供し、ＰＳＣＮ　８はインターネットアプリケーション及
びマルチメディアサービスを提供する。
【０００８】
　ＣＳＣＮ　７の一構成要素である移動交換センター（ＭＳＣ）５は、通常の音声通信を
ＭＳ　２に提供したり受信し、このような機能を支援するための情報を保存することがで
きる。ＭＳＣ　２は、他の公用ネットワーク（例えば、公用交換電話網（ＰＳＴＮ：Ｐｕ
ｂｌｉｃ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ　Ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）（図示せず）また
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は統合サービスデジタル網（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ｎｅｔｗｏｒｋ：ＩＳＤＮ））のような一つ以上のＢＳ　６と連結されることができる。
訪問者位置登録器（Ｖｉｓｉｔｏｒ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ：ＶＬＲ）９
は、訪問加入者との音声通信を制御するための情報を取り込むのに用いられる。ＶＬＲ　
９は、ＭＳＣ　５内に位置し、一つ以上のＭＳＣをサービングすることができる。
【０００９】
　使用者識別子は、加入者情報などを記録するためにＣＳＣＮ　７のホーム位置登録器（
Ｈｏｍｅ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ：ＨＬＲ）に割り当てられる。この時、
加入者情報は、電子シリアル番号（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｎｕｍｂｅｒ
：ＥＳＮ）、移動資料番号（ＭＤＮ：Ｍｏｂｉｌｅ　Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ　Ｎｕｍｂｅｒ
）、プロファイル情報、現在位置及び認証期間などを含む。認証センター（ＡＣ：Ａｕｔ
ｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　Ｃｅｎｔｅｒ）１１は、ＭＳ　２と関連した認証情報を管理す
る。ＡＣ　１１は、ＨＬＲ　１０内に位置し、一つ以上のＨＬＲをサービングすることが
できる。ＭＳＣ　５及びＨＬＲ　１０／ＡＣ　１１間のインターフェース（Ｉｎｔｅｒｆ
ａｃｅ）は、ＩＳ－４１標準インターフェース１８である。
【００１０】
　ＰＳＣＮ　８の一部であるパケットデータサービングノード（ＰＤＳＮ：Ｐａｃｋｅｔ
　Ｄａｔａ　Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｎｏｄｅ）１２は、ＭＳ　２とのパケットデータトラフィ
ックのための経路設定（ｒｏｕｔｉｎｇ）を行う。ＰＤＳＮ　１２は、ＭＳ　２にリンク
階層セッションを確立（ｅｓｔａｂｌｉｓｈ）、維持及び終了し、一つ以上のＢＳ　６及
び一つ以上のＰＳＣＮ　８とインターフェースすることができる。
【００１１】
　ＡＡＡサーバー（Ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　Ａｕｔｈｏｒｉｚａｔｉｏｎ　ａｎ
ｄ　Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ　ｓｅｒｖｅｒ）１３は、パケットデータトラフィックと関連
したインターネットプロトコルの確認、認証及び課金機能を提供する。ホームエージェン
ト（Ｈｏｍｅ　Ａｇｅｎｔ：ＨＡ）１４は、ＭＳ　２のＩＰ登録を確認し、ＰＤＳＮ　８
の一構成である外部エージェント（Ｆｏｒｅｉｇｎ　Ａｇｅｎｔ：ＦＡ）１５とのパケッ
トデータをリダイレクト（ｒｅｄｉｒｅｃｔ）し、ＡＡＡ　１３から使用者に関する情報
を受ける。また、ＨＡ　１４は、ＰＤＳＮ　１２に対する保安通信を確率、維持及び終了
し、動的ＩＰアドレスを割り当てる。ＰＤＳＮ　１２は、内部ＩＰ網を介してＡＡＡ　１
３、ＨＡ　１４及びインターネット（ｉｎｔｅｒｎｅｔ）１６と通信を行う。
【００１２】
　多重接続方式には様々なものがある。例えば、周波数分割多重接続（Ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ：ＦＤＭＡ）方式、時間分割多
重接続（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ：ＴＤＭＡ）方
式及びコード分割多重接続（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓ：ＣＤＭＡ）方式などがある。ＦＤＭＡ方式では、使用者通信は周波数、例えば、３
０ＫＨｚチャンネルを使用することによって区分される。ＴＤＭＡ方式で、使用者通信は
、時間及び周波数、例えば６個のタイムスロットを持つ３０ＫＨｚチャンネルを用いるこ
とによって区分される。ＣＤＭＡ方式で、使用者通信はデジタルコードによって区分され
る。
【００１３】
　ＣＤＭＡ方式で、全ての使用者は１．２５ＭＨｚの同じスペクトラムを有する。それぞ
れの使用者は、固有のデジタルコード識別子を有し、デジタルコード識別子は干渉を防ぐ
ために使用者を区分する。
【００１４】
　ＣＤＭＡ信号は、多くのチップ（ｃｈｉｐｓ）を用いて単一ビットの情報を伝達する。
それぞれの使用者はコードチャンネルに必須な固有のチップパターン（ｃｈｉｐ　ｐａｔ
ｔｅｒｎ）を有する。ビットを復元するために、数多くのチップを使用者の知っているチ
ップパターンによって総合する。他の使用者のコードパターンは無作為に現れ、自己削除
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方法（ｓｅｌｆ－ｃａｎｃｅｌｉｎｇ）で総合されることによって、使用者の適切なコー
ドパターンによるビット復号化決定が妨げられない。
【００１５】
　入力データは、高速拡散シーケンスと結合し、拡散データストリームとして転送される
。受信機は元来のデータを抽出するために同じ拡散シーケンスを用いる。図２Ａは、拡散
及び逆拡散プロセスを示す。図２Ｂは、固有（ｕｎｉｑｕｅ）で堅固（ｒｏｂｕｓｔ）な
チャンネルを生成するために多重拡散シーケンスを結合する過程を示す。
【００１６】
　ウォルシュコード（Ｗａｌｓｈ　Ｃｏｄｅ）は、拡散シーケンスの一種である。それぞ
れのウォルシュコードは６４チップ長を有し、相異なるウォルシュコードはいずれも正確
に直交する。ウォルシュコードは生成しやすく、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏ
ｒｙ）に保存できる程度に小さい。
【００１７】
　ショートＰＮコードは、他の種類の拡散シーケンスである。ショートＰＮコードは、二
つのＰＮシーケンス（Ｉ及びＱ）で構成され、それぞれのＰＮシーケンスは３２，７６８
チップ長であり、類似に生成されるが、１５ビットシフトレジスタ（ｓｈｉｆｔ　ｒｅｇ
ｉｓｔｅｒ）程度異なって入力される。二つのＰＮシーケンスはＩ及びＱ位相チャンネル
上の情報をスクランブルする。
【００１８】
　ロングＰＮコードは、さらに他の種類の拡散シーケンスである。ロングＰＮコードは４
２ビットレジスタで生成され、４０日以上の長さまたは略４×１０１３チップ長を持つ。
ロングＰＮコードの長さから、ロングＰＮコードは端末でＲＯＭに保存されることができ
ず、よって、チップバイチップ（ｃｈｉｐ　ｂｙ　ｃｈｉｐ）で生成される。
【００１９】
　それぞれのＭＳ　２は、ロングＰＮコード及び固有のオフセットまたは公用ロングコー
ドマスクを用いて符号化し、システムにより設定された３２ビット及び１０ビットセット
のロングＰＮコードを用いて計算する。公用のロングコードマスクは固有遷移を生成する
。個別のロングコードマスクはプライバシー（ｐｒｉｖａｃｙ）を向上させるために用い
られる。６４チップ期間程度の短い長さを合わせる場合、相異なるロングＰＮコードオフ
セットを使用するＭＳ　２は実際に直交で現れる。
【００２０】
　ＣＤＭＡ通信は、順方向チャンネル及び逆方向チャンネルを使用する。順方向チャンネ
ルは、ＢＴＳ　３からＭＳ　２に信号を転送するために用いられ、逆方向チャンネルはＭ
ＳからＢＴＳに信号を転送するために用いられる。
【００２１】
　順方向チャンネルは、一つの使用者が同時に多重チャンネルタイプを持つことができる
ように、順方向チャンネルに割り当てられた特定ウォルシュコード及びセクターに対する
特定ＰＮオフセットを使用する。順方向チャンネルは、ＣＤＭＡ　ＲＦ搬送波周波数、セ
クターの固有ショートコードＰＮオフセット（ｕｎｉｑｕｅ　ｓｈｏｒｔ　ｃｏｄｅ　Ｐ
Ｎ　ｏｆｆｓｅｔ）及び使用者の固有ウォルシュコードにより識別される。ＣＤＭＡ順方
向チャンネルは、パイロットチャンネル、同期チャンネル、ページングチャンネル及びト
ラフィックチャンネルを含む。
【００２２】
　パイロットチャンネルは、キャラクターストリーム（ｃｈａｒａｃｔｅｒ　ｓｔｒｅａ
ｍ）を含まない“構造的ビーコン（ｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ　ｂｅａｃｏｎ）”であり、ハ
ンドオフ（ｈａｎｄｏｆｆ）の間に測定手段及びシステム獲得に用いられるタイミングシ
ーケンスである。パイロットチャンネルは、ウォルシュコード０を使用する。
【００２３】
　同期チャンネルは、システム獲得時にＭＳ　２により用いられるパラメータ情報とシス
テム識別を持つデータストリームを転送する。同期チャンネルはウォルシュコード３２を
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使用する。
【００２４】
　性能要請によって１～７個のページングチャンネルが存在することができる。ページン
グチャンネルは、ページ、システムパラメータ情報及び呼設定命令を伝達する。ページン
グチャンネルはウォルシュコード１～７を使用する。
【００２５】
　トラフィックチャンネルは、呼トラフィックを伝達するために個々の使用者に割り当て
られる。トラフィックチャンネルは、雑音で制限された全体容量に従って残ったウォルシ
ュコードを使用する。
【００２６】
　逆方向チャンネルは、ＭＳ　２からＢＴＳ　３に信号を伝達するために用いられ、一つ
の使用者が同時に多重タイプのチャンネルを転送できるようにウォルシュコード及びＭＳ
に特定されたロングＰＮシーケンスのオフセットを使用する。逆方向チャンネルは、ＣＤ
ＭＡ　ＲＦ搬送波周波数及び個々のＭＳ　２の固有のロングコードＰＮオフセットにより
識別される。逆方向チャンネルはトラフィックチャンネル及び接続チャンネルを含む。
【００２７】
　個々の使用者はＢＴＳ　３にトラフィックを転送するために実際呼（ｃａｌｌ）時間の
間にトラフィックチャンネルを使用する。逆方向トラフィックチャンネルは基本的に使用
者特定の公用または私用ロングコードマスクであり、ＣＤＭＡ端末分だけの逆方向トラフ
ィックチャンネルが存在する。
【００２８】
　呼が設定されていないＭＳ　２は、登録要請、呼設定要請、ページ応答、命令応答及び
他のシグナリング情報を転送するために接続チャンネルを使用する。接続チャンネルは基
本的に、ＢＴＳ　３セクターに固有な公用ロングコードオフセットである。接続チャンネ
ルは、ページングチャンネルと対になっており、各ページングチャンネルは３２個以下の
接続チャンネルを含む。
【００２９】
　ＣＤＭＡ通信は多くの利点を提供する。その例には、多様なレートボコーディング（ｒ
ａｔｅ　ｖｏｃｏｄｉｎｇ）及び多重化（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）、順方向電力制御
、レイク（ＲＡＫＥ）受信機使用及びソフトハンドオフなどが挙げられる。
【００３０】
　ＣＤＭＡは、音声（ｓｐｅｅｃｈ）を圧縮するために可変レートボコーダを使用するよ
うにすることによって、ビット率（ｂｉｔ　ｒａｔｅ）を減少させ、容量を大きく増加さ
せることができる。可変レートボコーディングは会話中に最大ビット率を提供し、会話を
止める時には低いビット率を提供することによって、容量を増加させ、自然な声を提供す
る。多重化は、音声、信号及び使用者の副次的データをＣＤＭＡフレームに混合させるこ
とができる。
【００３１】
　順方向電力制御を使用することによって、ＢＴＳ　３は、持続して各使用者の順方向基
底帯域チップストリームの強度を減らすことができる。例えば、特定ＭＳ　２が順方向リ
ンク上で誤りを経験する場合、より多くの電力が要求され、速く上昇（ｂｏｏｓｔ）する
エネルギーが供給された後、エネルギーは再び減少する。
【００３２】
　逆方向電力制御は、３つの方法をタンデム（ｔａｎｄｅｍ）に用いてＢＴＳ　３で全て
の端末信号レベルを等化させる。逆方向開ループ電力制御では、受信したＢＴＳ　３信号
（ＡＧＣ）に基づいてＭＳ　２が電力を高くまたは低く調節する。逆方向閉ループ電力制
御は、ＢＴＳ　３が秒当たり８００回の速度で電力を１ｄｂ高くまたは低く調節する。逆
方向外部ループ電力制御は、ＢＳＣ　４がＭＳ　２を受信する間に順方向エラー訂正（Ｆ
ＥＲ）問題を持つ場合、ＢＳＣがＢＴＳ　３のセットポイントを調節する。図３に、上記
の３つの逆方向電力制御方法を示す。
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【００３３】
　ＭＳ　２送信機（ＴＸＰＯ）の実際ＲＦ電力出力（受信機ＡＧＣの開ループ電力制御及
びＢＴＳ　３による閉ループ電力制御の結合効果を含む）は、一般的に＋２３ｄｂｍであ
るＭＳの最大電力を超過することができない。逆方向電力制御は、数式“ＴＸＰＯ　＝　
－（ＲＸｄｂｍ）　-　Ｃ　＋　ＴＸＧＡ”によって行われ、ここで、“ＴＸＧＡ”は呼
が開始された後にＢＴＳ　３由来の全ての閉ループ電力制御命令の和であり、“Ｃ”は、
８００ＭＨｚシステムで＋７３で、１９００ＭＨｚシステムで＋７６である。
【００３４】
　レイク受信機を使用してＭＳ　２が毎フレームごとに上記３つのトラフィックコリレー
タ（ｃｏｒｒｅｌａｔｏｒ）の結果、または、“レイクフィンガー（ＲＡＫＥ　ｆｉｎｇ
ｅｒ）”を結合することができる。各レイクフィンガーは、独立して特定ＰＮオフセット
及びウォルシュコードを復元できる。探針（ｓｅａｒｃｈｅｒ）が持続してパイロット信
号を検査することによって、各レイクフィンガーは、異なるＢＴＳ　３の遅延された多重
経路反射をターゲット（ｔａｒｇｅｔｉｎｇ）とすることができる。図４に、ＲＡＫＥ受
信機の使用を示す。
【００３５】
　ＭＳ　２は、ソフトハンドオフを行うことができる。ＭＳ　２は、持続して可用のパイ
ロット信号を検査し、現在見えるパイロット信号に対してＢＴＳ　３に報告する。ＢＴＳ
　３は最大６つのセクターまで割り当て、ＭＳ　２はそれによってＭＳのフィンガーを割
り当てる。全てのメッセージはミューティング（ｍｕｔｉｎｇ）無しでディム・アンド・
バースト（ｄｉｍ－ａｎｄ－ｂｕｒｓｔ）で転送される。各通信リンクの終端は使用者に
ハンドオフ透明性を提供し、フレームバイフレーム（ｆｒａｍｅ　ｂｙ　ｆｒａｍｅ）基
盤で最適の構成を選択する。
【００３６】
　ＭＳ　２は、セット（ｓｅｔ）、特に活性セット（Ａｃｔｉｖｅ　ｓｅｔ）、候補セッ
ト（Ｃａｎｄｉｄａｔｅｓ　ｓｅｔ）、となりセット（Ｎｅｉｇｈｂｏｒｓ　ｓｅｔ）及
び残余セット（Ｒｅｍａｉｎｉｎｇ　ｓｅｔ）内のパイロット信号を考慮する。活性セッ
トは、実際使用中であるセクターのパイロット信号を含む。候補セットは、ＭＳ　２が要
請したが、ＢＴＳ　３による転送がセットアップされていないパイロット信号を含む。と
なりセットは、ＢＴＳ　３によってチェックする隣接セクターと指示されたパイロット信
号を含む。残余セットは、ＢＴＳ　３によって使用されたが、他のセットによって使用さ
れていないいすれのパイロット信号も含む。
【００３７】
　となりセットまたは残余セット内のパイロット信号が第１臨界値（Ｔ＿ＡＤＤ）を超過
する時、活性セットパイロット信号が第２臨界値（Ｔ＿ＤＲＯＰ）未満となる時、または
、候補パイロット信号が与えられた量だけ活性セットパイロット信号を超過する度に、Ｍ
Ｓ　２はパイロット信号強度測定をＢＴＳ　３に転送する。ＢＴＳ　３は、要請されたハ
ンドオフを全てセットアップしたり、要請されたハンドオフを一部のみ認証するためのス
クリーニングカテゴリを適用することができる。
【００３８】
　ＣＤＭＡ２０００システムは、第３世代（３Ｇ）広帯域システム、すなわち、インター
ネット及びイントラネット接続、マルチメディアアプリケーション（ｍｕｌｔｉｍｅｄｉ
ａ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）、高速ビジネス処理及び遠隔測定（ｔｅｌｅｍｅｔｒｙ）
のようなデータ能力を促進させるためのＣＤＭＡ技術の改善されたサービス能力を使用す
る、向上した拡散スペクトラム無線インターフェースシステムである。ＣＤＭＡ２０００
の力点は、他の３世代システムと同様に、限定された量の無線スペクトラムの制限を克服
するための無線転送設計及びネットワーク経済性に置かれている。
【００３９】
　図５は、ＣＤＭＡ２０００無線網のためのデータリンクプロトコル構造階層２０を示す
。データリンクプロトコル階層２０の構造は、上位階層６０、リンク階層３０及び物理階
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層２１を含む。
【００４０】
　上位階層６０は、データサービス副階層６１、音声サービス副階層６２及びシグナリン
グサービス副階層６３の３つの副階層を含む。データサービス副階層６１は、移動端末使
用者の側面でいずれの形式のデータも提供し、ＩＰサービスのようなパケットデータアプ
リケーション、同期ファックスのような回線データアプリケーション及びＢ－ＩＳＤＮエ
ミュレーション（ｅｍｕｌａｔｉｏｎ）サービス及びＳＭＳを提供する。音声サービス６
２は、ＰＳＴＮ接続を含み、端末対端末の音声サービス及びインターネット電話を提供す
る。シグナリングサービス６３は、端末動作の全ての側面を制御する。
【００４１】
　シグナリングサービス副階層６３は、ＭＳ　２とＢＳ　６間の全てのメッセージ交換を
処理する。これらのメッセージは、呼設定及び解除、ハンドオフ、特性活性化（ｆｅａｔ
ｕｒｅ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）、システム構成、登録及び認証のような機能を制御する
。
【００４２】
　ＭＳ　２で、シグナリングサービス副階層６３はまた、呼処理状態、特にＭＳ　２初期
化状態、ＭＳ　２遊休状態、システム接続状態及びトラフィックチャンネルに対するＭＳ
　２制御状態の管理を担う。
【００４３】
　リンク階層３０は、リンク接続制御（ＬＡＣ：Ｌｉｎｋ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ）副階層３２及び媒体接続制御（ＭＡＣ：Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ）副階層３１に分けられる。リンク階層３０は、プロトコル支援及びデータ転送サービ
ス制御メカニズムを提供し、上位階層６０から物理階層２１へと特定性能及び特性を転送
するのに必要なデータをマッピング（ｍａｐ）するのに必要な機能を行う。リンク階層３
０は、上位階層６０及び物理階層２１間のインターフェースと考えられる。
【００４４】
　ＭＡＣ　３１及びＬＡＣ　３２副階層の分離は、広範囲な上位階層６０サービスに対す
る支援要求と、広い遂行範囲、特に、１．２Ｋｂｐｓから２Ｍｂｐｓを超過する範囲に亘
って高効率及び低い待ち時間のデータサービスを提供しようとする要求によるものである
。また、これは、受容できるような遅延及び／またはデータＢＥＲ（Ｂｉｔ　Ｅｒｒｏｒ
　Ｒａｔｅ）による制限のように、高いＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ
）の回線及びパケットデータサービス提供の必要性及び異なるＱｏＳ要求を持つ向上した
マルチメディアサービスに対する要求によるものでもある。
【００４５】
　ＬＡＣ副階層３２は、点対点無線転送リンク４２上で信頼性あり、かつ、インシーケン
ス（ｉｎ－ｓｅｑｕｅｎｃｅ）伝達転送制御機能を提供するようと要求される。ＬＡＣ副
階層３２は、上位階層６０エンティティ間に点対点（ｐｏｉｎｔ　ｔｏ　ｐｏｉｎｔ）通
信チャンネルを管理し、広い範囲の相異なる端対端（ｅｎｄ　ｔｏ　ｅｎｄ）に信頼性あ
るリンク階層３０プロトコルを支援するためのフレームワーク（ｆｒａｍｅｗｏｒｋ）を
提供する。
【００４６】
　ＬＡＣ副階層３２は、正確なシグナリングメッセージの転送を提供する。ＬＡＣ副階層
が支援する機能には、確認応答（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）が要請される伝達保
証（ａｓｓｕｒｅｄ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ）、確認応答が要請されない伝達非保証（ｕｎａ
ｓｓｕｒｅｄ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ）、重複メッセージ検出、個々のＭＳ　２へのメッセー
ジ伝達のためのアドレス制御、物理媒体上の転送のためにメッセージを適切なサイズの断
片に分割すること、グローバルチャレンジ認証（ｇｌｏｂａｌ　ｃｈａｌｌｅｎｇｅ　ａ
ｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ）及び受信されたメッセージの再結合（ｒｅａｓｓｅｍｂｌ
ｙ）及び有効化確認（ｖａｌｉｄａｔｉｏｎ）などがある。
【００４７】
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　ＭＡＣ副階層３１は、それぞれの活性サービスに対してＱｏＳ管理性能を備えた３Ｇ無
線システムの複合マルチメディア、マルチサービス性能を活性化させる。ＭＡＣ副階層３
１は、パケットデータの接続制御過程を提供し、物理階層２１に回線データサービスを提
供する。また、ＭＡＣ副階層３１は、無線システムで競争中の使用者だけでなく、単一使
用者からの多重サービス間の衝突制御を含む。ＭＡＣ副階層３１は、論理チャンネルと物
理チャンネルのマッピングを行い、多数のソース（ｓｏｕｒｃｅ）からのデータを単一物
理チャンネル上に多重化し、最上の信頼性のために無線リンクプロトコル（ＲＬＰ）３３
を使用する無線リンク階層上で合理的で信頼性ある転送を提供する。シグナリング無線バ
ーストプロトコル（ＳＲＢＰ：Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｂｕｒｓｔ　Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ）３５は、メッセージをシグナリングするための接続のないプロトコルを提供す
るエンティティである。多重化及びＱｏＳ制御３４は、競争サービスからの対立する要請
などの衝突仲裁による交渉されたＱｏＳレベル、及び接続要請の適切な優先順位施行を担
う。
【００４８】
　物理階層２１は、無線で転送されるデータのコーディング及び変調を行う。物理階層２
１は、上位階層からのデジタルデータを調節し、移動無線チャンネル上に信頼性あるデー
タ転送が行われるようにする。
【００４９】
　物理階層２１は、ＭＡＣ副階層３１が多重転送チャンネルで伝達した使用者データ及び
シグナリングを、物理チャンネルにマッピングさせ、無線インターフェース上で情報を転
送する。転送方向で、物理階層２１で行われる機能は、チャンネルコーディング、インタ
リービング、スクランブリング、拡散及び変調などを含む。受信方向では、受信機に伝達
されたデータを復元するために上記の機能が逆に行われる。
【００５０】
　図６は、呼処理過程（ｃａｌｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）の概要を示す。呼処理過程は
、パイロット及び同期チャンネル処理過程、ページングチャンネル処理過程、接続チャン
ネル処理過程及びトラフィックチャンネル処理過程を含む。
【００５１】
　パイロット及び同期チャンネル処理過程は、‘ＭＳ　２初期化状態’でパイロット及び
同期チャンネルを獲得し、ＣＤＭＡシステムと同期を合わせるＭＳ　２処理過程を指す。
ページングチャンネル処理過程は、ＭＳ　２が‘遊休状態’でＢＳ　６からオーバーヘッ
ド及び移動端末に向かうメッセージを受信すべく、順方向共通制御チャンネル（Ｆｏｒｗ
ａｒｄ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：Ｆ－ＣＣＣＨ）またはページ
ングチャンネルをモニタリングすることを指す。接続チャンネル処理過程は、ＭＳ　２が
‘システム接続状態’で接続チャンネルまたは向上した接続チャンネルを通じてＢＳ　６
にメッセージを転送することを指す。この時、ＢＳ　６は常にこのようなチャンネルを聴
取し、ページングチャンネルまたはＦ－ＣＣＣＨのいずれかを用いてＭＳに応答する。ト
ラフィックチャンネル処理過程は、ＭＳ　２とＢＳ　６が‘トラフィックチャンネル状態
がＭＳ　２制御’である専用順方向及び逆方向トラフィックチャンネルを用いて通信を行
うことを指す。この専用順方向及び逆方向トラフィックチャンネルは、音声、データのよ
うな使用者情報を伝達する。
【００５２】
　図７は、ＭＳ　２の初期化状態を示す図である。初期化状態は、システム決定副状態、
パイロットチャンネル処理状態、同期チャンネル獲得状態、タイミング変更副状態及び移
動端末遊休状態を含む。
【００５３】
　システム決定副状態は、ＭＳ　２がどのシステムからサービスを獲得するかを決定する
過程である。システム決定副状態過程は、アナログ対デジタル、セルラー対ＰＣＳ及びＡ
搬送波対Ｂ搬送波のような決定を含む。一般的な選択過程は、システム決定副状態を制御
することができる。処理過程を再修正するサービス提供者もまた、システム決定副状態を
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制御することができる。ＭＳ　２は、システムを決定した後に、サービス検出のためにシ
ステム内のチャンネルを決定しなければならない。一般的にＭＳ　２は、当該チャンネル
を選択するために優先化されたチャンネルリスト（ｐｒｉｏｒｉｔｉｚｅｄ　ｃｈａｎｎ
ｅｌ　ｌｉｓｔ）を使用する。
【００５４】
　パイロットチャンネル処理過程は、ＭＳ　２が使用可能なパイロット信号を検出するこ
とによってシステムタイミングに関連した情報を初めて得る過程である。パイロットチャ
ンネルは情報を含んでいないが、ＭＳ　２はパイロットチャンネルを相互関連（ｃｏｒｒ
ｅｌａｔｉｎｇ）付けることによって、端末の持つタイミングと整列させることができる
。このような相互関連が成り立つと、ＭＳ　２は同期チャンネルと同期化され、そのタイ
ミングをより細分化して同期チャンネルメッセージを読むことができる。ＭＳ　２は失敗
を宣言し、他のチャンネルまたは他のシステムのうち一つを選択するためにシステム決定
副状態に戻る前に、単一パイロットチャンネルに対して１５秒まで検索できる。該検索手
続きでシステムを獲得する時間は具現状況によって異なり、一般化されていない。
【００５５】
　ＣＤＭＡ２０００で単一チャンネル上にＯＴＤパイロット、ＳＴＳパイロット及び付加
的なパイロットのような多くのパイロットチャンネルが存在することができる。システム
獲得の間にＭＳ　２はこのようなパイロットチャンネルが異なるウォルシュコードを使用
するので、このようなパイロットチャンネルを探すことができなく、ＭＳ　２は単にウォ
ルシュコード０（Ｗａｌｓｈ　０）に対するものしか検索できない。
【００５６】
　同期チャンネルメッセージは持続して同期チャンネル上で転送され、ＭＳ　２にタイミ
ングを細分化するための情報及びページングチャンネルを読むことのできる情報を提供す
る。移動端末は、ＢＳ　６からの同期チャンネルメッセージでＢＳ　６と通信が行えるか
否かを判断可能にする情報を受信する。
【００５７】
　ＣＤＭＡ２０００メッセージはＩＳ－９５　ＭＳ　２と逆互換可能である。例えば、同
期チャンネルメッセージの最初の１３フィールドは、ＩＳ－９５に規定されたものと同一
である。ＩＳ－９５　ＭＳ　２が同期チャンネルを獲得した場合、端末は最初の１３フィ
ールドのみを調べ、残りのフィールドを無視する。
【００５８】
　新しいＣＤＭＡ２０００フィールドはＩＳ－９５互換フィールド以降に生成される。新
しいＣＤＭＡ２０００フィールドは、ＴＤとノン－ＴＤモードに対する拡散率１放送制御
チャンネル（ＢＣＣＨ）及び拡散率３ＢＣＣＨ及びパイロットチャンネルに対するパラメ
ータを特定する。
【００５９】
　遊休状態（Ｉｄｌｅ　ｓｔａｔｅ）で、ＭＳ　２はページングチャンネルのうち１つを
受信し、該チャンネル上のメッセージを処理する。オーバーヘッドまたは構成メッセージ
は、保存されたシーケンス番号と比較し、ＭＳ　２が最新のパラメータを持っているかを
確認する。ＭＳ　２に対するメッセージは、所望の加入者を決定するために検査される。
【００６０】
　ＢＳ　６は、多重ページングチャンネル及び／または多重ＣＤＭＡチャンネル（周波数
）を支援できる。ＭＳ　２は、そのＩＭＳＩに基盤したハッシュ（ｈａｓｈ）関数を用い
て遊休状態でどのチャンネル及び周波数をモニタリングするかを決定する。ＢＳ　６は、
同一ハッシュ関数を用いてＭＳ　２をページングする時にどのチャンネル及び周波数を使
用するかを決定する。
【００６１】
　図８は、ＣＤＭＡ２０００システム接続状態を示す図である。システム接続処理過程で
は、まず、ＭＳ　２が初期電力レベル及び電力段階増加のような正しい接続チャンネルパ
ラメータを使用するかを確認するためのオーバーヘッド情報を更新する。ＭＳ　２は、Ｂ
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Ｓ　６または他のＭＳと調整（ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ）無しで無作為に接続チャンネ
ルを選択して転送を始める。このようなランダム接続過程は衝突を招く恐れがある。この
ような衝突可能性を減らすために、スロット化された構造の使用、多重接続チャンネルの
使用、任意の開始時点における転送及びオーバーロードクラス（ｏｖｅｒｌｏａｄ　ｃｌ
ａｓｓｅｓ）のような混雑制御（ｃｏｎｇｅｓｔｉｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ）の適用など様
々な方法が用いられることができる。
【００６２】
　ＭＳ　２は、接続チャンネル上に要請または応答メッセージを転送することができる。
要請メッセージは、発信メッセージ（Ｏｒｉｇｉｎａｔｉｏｎ　ｍｅｓｓａｇｅ）のよう
に独立して転送されるメッセージである。応答メッセージは、ＢＳ　６から受信したメッ
セージに対する応答として転送されるメッセージである。例えば、ページ応答メッセージ
は、一般的なページ（Ｇｅｎｅｒａｌ　ｐａｇｅ）メッセージまたは汎用メッセージ（Ｕ
ｎｉｖｅｒｓａｌ　ｍｅｓｓａｇｅ）に対する応答である。
【００６３】
　図９は、移動トラフィックチャンネル状態を示す。この移動トラフィックチャンネル状
態は、サービス交渉（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｎｅｇｏｔｉａｔｉｏｎ）、活性モード（Ａｃｔ
ｉｖｅ　Ｍｏｄｅ）及びコントロールホールドモード（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｈｏｌｄ　Ｍｏ
ｄｅ）を含む。
【００６４】
　サービス交渉は、ＭＳ　２とＢＳ　６が、呼の間にどのサービスオプションを使用し、
該サービスを支援するために無線チャンネルをどのように構成するかを交渉する過程であ
る。通常、サービス交渉は、呼の初期に発生するが、必要な場合には、呼の進行中にも任
意に発生することができる。
【００６５】
　トラフィックチャンネル副状態で動作する間に、ＭＳ　２は活性モードまたはコントロ
ールホールドモードで動作可能である。活性モードで、逆方向パイロットチャンネルは活
性であり、高速データを使用可能な場合、Ｒ－ＦＣＨ、Ｒ－ＤＣＣＨ、Ｒ－ＳＣＨまたは
Ｒ－ＰＤＣＨも共に活性でありうる。コントロールホールドモードで、逆方向パイロット
チャンネルのみが転送され、転送電力を減少させるために１／２または１／４のようなゲ
ートモード（ｇａｔｅｄ　ｍｏｄｅ）で動作することができる。
【００６６】
　図１０は、多重化及びＱｏＳ制御副階層３４の転送機能を示す。データブロックは、同
一サービスまたはシグナリングに属するデータブロックである。ＭｕｘＰＤＵは、Ｍｕｘ
ＳＤＵ及びヘッダである。このヘッダは、前記シグナリングを主または副として特定する
。ＭｕｘＰＤＵタイプは、レートセットとＭｕｘＰＤＵをどのようにパーシング（ｐａｒ
ｓｅ）するかを決定する。Ｍｕｘオプションは、ＳＣＨ上でのＭｕｘＰＤＵ最大数、シン
グルサイズまたはダブルサイズＭｕｘＰＤＵｓ及びＭｕｘＰＤＵタイプを決定する。ＬＴ
ＵはＣＲＣで保護された１、２、４または８ＭｕｘＰＤＵを含む。
【００６７】
　多重化及びＱｏＳ制御副階層３４は、物理チャンネル特定サービスインターフェースプ
リミティブセットを用いて物理階層２１に物理階層ＳＤＵを転送する。物理階層２１は、
物理チャンネル特定受信指示サービスインターフェース動作を用いて物理階層ＳＤＵを多
重化及びＱｏＳ制御副階層３４に伝達する。
【００６８】
　ＳＲＢＰ副階層３５は、同期チャンネル順方向共通制御チャンネル、放送制御チャンネ
ル、ページングチャンネル及び接続チャンネル処理手順を含む。
【００６９】
　ＬＡＣ副階層３２は、第３階層６０にサービスを提供する。ＳＤＵは、第３階層６０及
びＬＡＣ副階層３２間で伝達される。ＬＡＣ副階層３２は、ＳＤＵをＬＡＣ　ＰＤＵに適
切にカプセル化（ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｉｏｎ）し、これは分割及び再結合されてカプセ
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ル化したＰＤＵ断片としてＭＡＣ副階層３１に伝達される。
【００７０】
　ＬＡＣ副階層３２における処理過程は、処理エンティティがよく設定された順番で互い
に部分的に形成されたＬＡＣ　ＰＤＵを伝達することによって順次に行われる。上位階層
は物理チャンネルの無線特性に対して認識する必要がなく、ＳＤＵ及びＰＤＵは関数的経
路に沿って処理されて転送される。しかし、上位階層は物理チャンネルの特性を認識でき
、第２階層３０が特定ＰＤＵの転送に特定物理チャンネルを使用するように指示すること
ができる。
【００７１】
　１ｘＥＶ－ＤＯシステムは、パケットデータサービスに対して最適化されたサービスで
あり、データ専用またはデータ最適化（Ｄａｔａ　Ｏｎｌｙ　ｏｒ　Ｄａｔａ　Ｏｐｔｉ
ｍｉｚｅｄ；ＤＯ）のための単一１．２５ＭＨｚ搬送波（“１ｘ”）で特徴付けられる。
なお、ピークデータ率は順方向リンクで４．９１５１２Ｍｂｐｓであり、逆方向リンクで
１．８４３２Ｍｂｐｓである。また、１ｘＥＶ－ＤＯシステムは、分割された周波数バン
ド及び１ｘシステム相互ネットワーキング（ｉｎｔｅｒｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ）を提供す
る。
【００７２】
　ＣＤＭＡ２０００は、現在音声及びデータが実際的に最大６１４．４ｋｂｐｓ及び３０
７．２ｋｂｐｓのデータ率で共に転送されるサービスを提供する。ＭＳ　２は、音声呼（
ｖｏｉｃｅ　ｃａｌｌ）のためにＭＣＳ　５と、データ呼（ｄａｔａ　ｃａｌｌ）のため
にＰＤＳＮ　１２と通信を行う。ＣＤＭＡ２０００システムは、ウォルシュコードで区分
された順方向転送チャンネルで可変的電力の固定されたレート（ｒａｔｅ）で特徴付けら
れる。
【００７３】
　１ｘＥＶ－ＤＯシステムにおいて最大データ率は２．４Ｍｂｐｓまたは３．０７２Ｍｂ
ｐｓであり、回線交換基幹網７との通信はない。１ｘＥＶ－ＤＯシステムは、固定された
電力及び時分割多重化された単一順方向チャンネルの可変率（ｖａｒｉａｂｌｅ　ｒａｔ
ｅ）で特徴付けられる。
【００７４】
　図１２は、１ｘＥＶ－ＤＯシステム構造を示す。１ｘＥＶ－ＤＯシステムで１フレーム
は１６個のスロット（６００スロット／秒）で構成され、２６．２７ｍｓまたは３２，７
６８チップ（ｃｈｉｐｓ）の区間を持つ。単一スロットは１．６６６７ｍｓ長であり、２
０４８チップで構成される。制御／トラフィックチャンネルは、１スロットに１６００チ
ップを有し、パイロットチャンネルは１スロットに１９２チップを有し、ＭＡＣチャンネ
ルは１スロットに２５６チップを有する。１ｘＥＶ－ＤＯシステムは、チャンネル推定及
び時間同期化の単純化及び高速化を促した。
【００７５】
　図１３は、１ｘＥＶ－ＤＯシステムの物理階層チャンネルを示す。図１４は、１ｘＥＶ
－ＤＯシステムのデフォルトプロトコル構造を示す。図１５は、１ｘＥＶ－ＤＯシステム
のノン－デフォルトプロトコル構造を示す。
【００７６】
　１ｘＥＶ－ＤＯシステムのセッションと関連した情報は、ＭＳ　２（または、接続端末
（ＡＴ：Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ））とＢＳ　６（または、接続網（ＡＮ：Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ））が無線リンクを通じて使用するプロトコル集合、ユニキャ
スト接続端末識別子（ＵＡＴＩ：Ｕｎｉｃａｓｔ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ　Ｉ
ｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、当該無線リンク上でＡＴ及びＡＮにより用いられるプロトコル構
造及び現在ＡＴ位置推定を含む。
【００７７】
　図１６は、１ｘＥＶ－ＤＯセッションの確立を示す。図１６に示すように、セッション
確立（ｓｅｓｓｉｏｎｅ　ｓｔａｂｌｉｓｈｉｎｇ）過程は、アドレス構成（ａｄｄｒｅ
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ｓｓ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）、連結確立（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｅｓｔａｂｌ
ｉｓｈｍｅｎｔ）、セッション構成（ｓｅｓｓｉｏｎ　ｃｏｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）及び
キー交換（ｋｅｙ　ｅｘｃｈａｎｇｅ）を含む。
【００７８】
　アドレス構成は、ＵＡＴＩ及びサブネットマスクを割り当てるアドレス管理プロトコル
を指す。連結確立は、無線リンクを設定する連結階層プロトコルを指す。セッション構成
は、全てのプロトコルを構成するセッション構成プロトコルを指す。キー交換は、認証キ
ーを設定する保安階層におけるキー交換プロトコルを指す。
【００７９】
　“セッション（ｓｅｓｓｉｏｎ）”は、数時間（基本として５４時間）オープンされた
ＡＴ　２とＲＮＣ間の論理的通信リンクを指す。なお、セッションは、ＰＰＰセッション
が活性化されるまで維持される。セッション情報は、ＡＮ　６内のＲＮＣにより制御され
て維持される。
【００８０】
　連結がオープンされた場合、ＡＴ　２に順方向トラフィックチャンネルが割り当てられ
ることができ、逆方向トラフィックチャンネル及び逆方向電力制御チャンネルが割り当て
られる。多重連結は、単一セッションの間に発生することができる。１ｘＥＶ－ＤＯシス
テムには２つの連結状態、すなわち、クローズド連結（ｃｌｏｓｅｄ　ｃｏｎｎｅｃｔｉ
ｏｎ）とオープン連結（ｏｐｅｎ　ｃｏｎｎｅｎｃｔｉｏｎ）がある。
【００８１】
　クローズド連結は、ＡＴ　２にいずれの専用無線－リンク資源も割り当てられず、ＡＴ
とＡＮ　６間の通信は接続チャンネル及び制御チャンネルを通じて行われる状態を指す。
オープン連結は、ＡＴ　２に順方向トラフィックチャンネルが割り当てられることができ
、逆方向トラフィックチャンネル及び逆方向電力制御チャンネルが割り当てられ、ＡＴ　
２とＡＮ　６間の通信は、前記割り当てられたチャンネルだけでなく、制御チャンネルを
通じて行われる状態を指す。
【００８２】
　連結階層は、ネットワークの初期獲得、オープン連結及びクローズド連結のセッティン
グ及び通信を管理する。また、連結階層は、オープン連結及びクローズド連結で概略的な
ＡＴ　２位置を維持し、オープン連結がある場合、ＡＴ　２とＡＮ　６間の無線リンクを
管理する。また、連結階層は、オープン連結及びクローズド連結を管理し、セッション階
層で受信した転送されるべきデータを優先化（ｐｒｉｏｒｉｔｉｚｅ）及びカプセル化（
ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｅ）し、優先化されたデータを保安階層に伝達し、保安階層から受
信したデータに対してはデカプセル化（ｄｅｃａｐｓｕｌａｔｅ）を行い、セッション階
層に伝達する。
【００８３】
　図１７は、連結階層プロトコルを示す。図１７に示すように、プロトコルは、初期化状
態、遊休状態及び連結状態を含む。
【００８４】
　初期化状態で、ＡＴ　２はＡＮ　６を獲得し、初期化状態プロトコルを活性化させる。
遊休状態で、クローズド連結が開始され、遊休状態プロトコルが活性化される。連結状態
で、オープン連結が初期化され、連結状態プロトコルが活性化される。
【００８５】
　初期化状態プロトコルは、ＡＮ　６獲得と関連した動作を行う。遊休状態プロトコルは
、ＡＮ　６は獲得したが、ルートアップデートプロトコルを用いてＡＴ位置を追跡すると
いうようなオープン連結は有しないＡＴ　２と関連した動作を行う。連結状態プロトコル
は、ＡＴ及びＡＮ　６の無線リンクを管理し、クローズド連結への過程を管理するという
ようなオープン連結を持つＡＴ　２と関連した動作を行う。ルートアップデートプロトコ
ルはＡＴ　２の位置を追跡し、ＡＴ及びＡＮ　６間の無線リンクを維持することと関連し
た動作を行う。オーバーヘッドメッセージプロトコルは、ＱｕｉｃｋＣｏｎｆｉｇ、Ｓｅ
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ｃｔｏｒＰａｒａｍｅｔｅｒｓ及びＡｃｃｅｓｓＰａｒａｍｅｔｅｒｓメッセージのよう
な必須パラメータを、制御チャンネルを通じて放送する。パケット合併プロトコル（Ｐａ
ｃｋｅｔ　Ｃｏｎｓｏｌｉｄａｔｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）は、受信機に関するパケット
逆多重化（ｄｅ－ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｔｉｎｇ）を提供する他、割り当てられた優先順位
及びターゲットチャンネルの機能として転送のためのパケットを合併し、優先順位を付け
る。
【００８６】
　１ｘＥＶ－ＤＯ順方向リンクは、電力制御及びソフトハンドオフが支援されないという
特徴がある。ＡＮ　６は、一定の電力でデータを転送し、ＡＴ　２は、順方向リンク上で
可変レート（ｖａｒｉａｂｌｅ　ｒａｔｅ）を要請する。異なる使用者がＴＤＭで異なる
時間帯に転送するので、単一使用者のための相異なるＢＳ　６からのダイバーシティ転送
を具現し難い。
【００８７】
　物理階層は１．２２８８Ｍｃｐｓ拡散率（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ　ｒａｔｅ）により特徴
付けられ、、１フレームは１６スロット及び２６．６３ｍｓで構成され、１スロットは１
．６７ｍｓ及び２０４８チップで特徴付けられる。順方向リンクチャンネルは、パイロッ
トチャンネル、順方向トラフィックチャンネルまたは制御チャンネル及びＭＡＣチャンネ
ルを含む。
【００８８】
　パイロットチャンネルは、全ての情報ビットが“０”であり、ウォルシュ－拡散コード
が１スロットに１９２チップを持つＷ０であるという点で、ＣＤＭＡ２０００パイロット
チャンネルに似ている。
【００８９】
　順方向トラフィックチャンネルは３８．４ｋｂｐｓ～２．４５７６Ｍｂｐｓ、または、
４．８ｋｂｐｓ～３．０７２Ｍｂｐｓの範囲で可変するデータ率（ｄａｔａ　ｒａｔｅ）
で特徴付けられる。物理階層パケットは、１～１６スロット内に転送されることができ、
該転送スロットは、一つ以上のスロットが割り当てられた場合に４－スロット（４－ｓｌ
ｏｔ）インターレーシング（ｉｎｔｅｒｌａｃｉｎｇ）を使用する。割り当てられた全て
のスロットが転送される前に、逆方向リンクＡＣＫチャンネルを通じてＡＣＫが受信され
ると、残っているスロットは転送されない。
【００９０】
　制御チャンネルは、ＣＤＭＡ２０００の同期チャンネル及びページングチャンネルに似
ている。制御チャンネルは、２５６スロットまたは４２６．６７ｍｓ周期、１０２４ビッ
トまたは１２８，２５６，５１２及び１０２４ビットの物理階層パケット長、及び３８．
４ｋｂｐｓまたは７６．８ｋｂｐｓまたは１９．２ｋｂｐｓ、３８．４ｋｂｐｓまたは７
６．８ｋｂｐｓのデータ率で特徴付けられる。
【００９１】
　ＭＡＣチャンネルは、ＲＡ（ｒｅｖｅｒｓｅ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ）チャンネル、逆方向
電力制御チャンネル、ＤＲＣＬｏｃｋチャンネル、ＡＲＱチャンネル及びパイロットチャ
ンネルを含む。
【００９２】
　ＲＡ（ｒｅｖｅｒｓｅ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ）チャンネルは、ＡＮ　２がそのカバレッジ
内にある全てのＡＴにＤＰＲＰ逆方向リンク上の現在活動（ａｃｔｉｖｉｔｙ）について
知らせ、ＭＡＣインデックスが４であるＭＡＣチャンネルである。ＲＡチャンネルは、ビ
ット率が（６００／ＲＡＢＬｅｎｇｔｈ）ｂｐｓまたは６００ｂｐｓであるＲＡＢＬｅｎ
ｇｔｈ連続スロット（サブタイプ０、１）を通じてＲＡＢ（ｒｅｖｅｒｓｅ　Ａｃｔｉｖ
ｉｔｙ　Ｂｉｔｓ）を伝達する。
【００９３】
　ＡＮ　６は、ＡＴ　２の逆方向リンク転送に使用する電力を制御するために逆方向電力
制御（ＲＰＣ）チャンネルを使用する。逆方向電力制御ビットがＲＰＣチャンネルを通じ
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て６００（１－１／ＤＲＣＬｏｃｋＰｅｒｉｏｄ）ｂｐｓまたは１５０ｂｐｓのデータ率
で転送される。
【００９４】
　ＤＲＣＬｏｃｋチャンネルは、セクターが特定ＡＴを聞けない場合に、ＤＲＣがＡＴ　
２に順方向転送をスケジューリングできず、ＡＴがＤＲＣを通じて持続してサービスを要
請する状況を防止する。ＡＴ　２に対してＤＲＣＬｏｃｋビットがセッティングされると
、該ＡＴはセクターへのＤＲＣ転送を中止する。ＤＲＣＬｏｃｋチャンネルデータ率は、
６００／（ＤＲＣＬｏｃｋＬｅｎｇｔｈ×ＤＲＣＬｏｃｋＰｅｒｉｏｄ）ｂｐｓまたは（
１５０／ＤＲＣＬｏｃｋＬｅｎｇｔｈ）ｂｐｓである。
【００９５】
　ＡＲＱチャンネルは、逆方向リンクハイブリッド－ＡＲＱ（Ｈ－ＡＲＱ）を支援し、こ
れによってＡＮ　６が物理階層パケットを受信した場合に残りの副－パケットが転送され
ないようにする。Ｈ－ＡＲＱは、ＡＮ　６がスロットｍ－８、ｍ－７、ｍ－６及びｍ－５
に転送されたパケットを成功的に受信したか否かを示す。
【００９６】
　順方向リンクにより支援されるトラフィック動作は、データ率制御（ＤＲＣ）報告、Ｂ
Ｓ　６におけるスケジューリング、選択された使用者へのデータ転送及びＡＣＫ／ＮＡＫ
を含む。
【００９７】
　データ率制御（ＤＲＣ）報告は、ＡＴ　２が毎１．６７ｍｓごとにＤＲＣ報告するのを
促進する。それぞれの活性ＡＴ　２は自身の無線条件を測定し、測定結果を（６００／Ｄ
ＲＣＬｅｎｇｔｈ）ＤＲＣ値／秒のデータ率でＢＳ　６に提供する。報告されるパラメー
タは、ＤＲＣＬｅｎｇｔｈ、ＤＲＣＧａｔｉｎｇ、ＤＲＣＬｏｃｋチャンネル、ＤＲＣＯ
ｆｆｓｅｔ及びＤＲＣチャンネルを含む。
【００９８】
　ＤＲＣＬｅｎｇｔｈは、ＡＴ　２がどれくらい頻繁にＤＲＣ値を計算するかを決定し、
ＤＲＣチャンネルに対する利得を決定する（８スロットに対して最も低い）。可能な値は
、１、２、４または８スロットである。
【００９９】
　ＤＲＣＧａｔｉｎｇは、ＡＴ　２がＤＲＣ値を連続的にまたは非連続的に送るかを決定
する。可能な値は連続に対して０ｘ００で、非連続に対して０ｘ０１である。
【０１００】
　ＤＲＣＯｆｆｓｅｔは、臨時ＤＲＣからＤＲＣＯｆｆｓｅｔを引くことによって、転送
されたＤＲＣの計算を速くし、より実際的な環境に適している。
【０１０１】
　ＤＲＣチャンネルは、ＡＴ　２が選択されたサービングセクター及び順方向トラフィッ
クチャンネルに対する要請データ率をＡＮ　６に指示するのに使用される。該要請データ
率は、選択されたサービングセクターに相応するＤＲＣチャンネル転送拡散のための８ア
レイウォルシュ関数と共に４デジットＤＲＣ値にマッピングされる。順方向トラフィック
チャンネルＭＡＣプロトコルからのＤＲＣＣｏｖｅｒは、カバーマッピングを定義する。
ＤＲＣ値は、６００／ＤＲＣＬｅｎｇｔｈＤＲＣ値／秒のデータ率で転送され、最大デー
タ率は６００／秒で、最小データ率は７５／秒である。
【０１０２】
　ＢＳ　６のスケジューリングは、セクターで具現され、ＤＲＣに基づいてＡＴ　２に帯
域を割り当てることによって、ＢＳがどの使用者データを次に転送するかを決定しやすい
ようにする。可能なスケジューラは、ラウンドロビン（Ｒｏｕｎｄ　Ｒｏｂｉｎ）、最上
速度（Ｂｅｓｔ　Ｒａｔｅ）及び比例公正（Ｐｒｏｐｏｒｔｉｏｎａｌ　Ｆａｉｒｎｅｓ
ｓ）を含む。スケジューラ入力は、ＤＲＣ、ＡＣＫ／ＮＡＫ、ＱｏＳ及び加入者プロファ
イル、ヒストリー、トラフィックモデル及びＡＴ容量（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）を含む。
【０１０３】
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　ラウンドロビンは、基本公正性（ｂａｓｉｃ　ｆａｉｒｎｅｓｓ）を強調する。最上速
度は、スループットを強調する。比例工程は、公正性とスループットをバランスさせる。
【０１０４】
　選択された使用者に対するデータ転送は、ＢＳ　６が当該報告されたＤＲＣを用いてＦ
Ｌデータ率、変調方式及びコーディング率を決定しやすいようにする。ファットパイプス
ケジューリング（Ｆａｔ　Ｐｉｐｅ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）で、セクター内の全てのＡ
Ｔ　２は１．２５ＭＨｚ無線搬送波を共有し、パイプは１．６６７ｍｓスロットに分割さ
れ、パケットが一つ以上のスロットを要求する場合、パケット断片が４スロット間隔に転
送される。
【０１０５】
　４－スロットインターレーシングで、物理階層パケットの転送スロットは３つのスロッ
トにより分離され、他の物理階層パケットがこれらの転送スロット間のスロットを通じて
転送される。全ての割り当てられたスロットが転送される前にＡＣＫチャンネルを通じて
ＡＣＫを受信した場合、転送されずに残っているスロットは転送されない（ハイブリッド
ＡＲＱ）。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０１０６】
　本発明の特徴と利点は明細書に記載され、部分的には明細書の記載から明白になり、さ
らには本発明の実施から明らかになることができる。本発明の目的及び他の利点は、詳細
な説明、特許請求の範囲及び添付の図面によって具体的に指示された構造から具現された
り確認されることができる。
【０１０７】
　本発明の一様相で、それぞれ複数の搬送波を使用する複数のセルセクターを含む多重搬
送波移動通信システムにおいて端末にメッセージを提供する方法が提供される。この方法
は、第１情報及び第２情報を含むメッセージを端末に転送する段階を含み、前記第１情報
は、前記第２情報が前記メッセージに含まれたか否かを指示し、前記第２情報は、前記端
末が現在前記メッセージを受信しているセクター内の特定の複数搬送波グループを指示す
る。
【０１０８】
　前記特定グループは、少なくとも一つの搬送波を含むことができる。また、前記第２情
報は、ＰｉｌｏｔＧｒｏｕｐＩＤでありうる。
【０１０９】
　前記指示情報は、ＰｉｌｏｔＧｒｏｕｐＩＤＩｎｃｌｕｄｅｄフラッグ（ｆｌａｇ）で
ありうる。また、前記メッセージは、ＳｅｃｔｏｒＰａｒａｍｅｔｅｒｓメッセージであ
りうる。
【０１１０】
　本発明の他の様相で、端末とネットワークが複数の搬送波を用いて通信を行う多重搬送
波移動通信システムにおいて前記ネットワークに情報を提供する方法が提供される。この
方法は、第１情報及び第２情報を含むメッセージを前記ネットワークに転送する段階を含
み、前記第１情報は、前記第２情報が前記メッセージに含まれたか否かを指示し、前記第
２情報は、複数の搬送波のうちで最初のパイロットが転送される特定搬送波を指示する。
【０１１１】
　前記第２情報は、ＲｅｆｅｒｅｎｃｅＰｉｌｏｔＣｈａｎｎｅｌでありうる。また、前
記メッセージは、ＲｏｕｔｅＵｐｄａｔｅメッセージでありうる。
【０１１２】
　本発明の他の様相で、多重搬送波移動通信システムにおいて端末に制御情報を提供する
方法が提供される。この方法は、複数の少なくとも４つからなる連続フィールドを含む制
御メッセージを前記端末に転送する段階を含み、複数の少なくとも４つからなる連続フィ
ールドのうち１番目において特定値を抽出する場合、複数の少なくとも４つからなる連続
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フィールドから以降の連続した３つを抽出するようにし、メッセージ長を減少させる。
【０１１３】
　前記複数の少なくとも４つからなる連続フィールドのうち１番目において特定値を抽出
する場合、複数の少なくとも４つからなる連続フィールドから５番目を抽出するようにし
、メッセージ長を減少させることができる。また、前記複数の少なくとも４つからなる連
続フィールドは、ＮｕｍＵｎｉｑｕｅＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘｅｓ、Ｓｃｈｅｄ
ｕｌｅｒＴａｇ、ＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒＩｎｃｌｕｄｅｄ及びＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒ
を含むことができる。
【０１１４】
　前記複数の少なくとも４つからなる連続フィールドは、ＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒＩｎｃ
ｌｕｄｅｄを含むことができる。また、前記複数の少なくとも４つからなる連続フィール
ドは、ＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒを含むことができる。
【０１１５】
　前記複数の少なくとも４つからなる連続フィールドは、ＮｕｍＵｎｉｑｕｅＴｒａｆｆ
ｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘｅｓを含むことができる。また、前記複数の少なくとも４つからな
る連続フィールドは、ＳｃｈｅｄｕｌｅｒＴａｇを含むことができる。
【０１１６】
　前記複数の少なくとも４つからなる連続フィールドは、ＳｃｈｅｄｕｌｅｒＴａｇ、Ａ
ｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒＩｎｃｌｕｄｅｄ及びＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒを含むことができる
。また、前記複数の少なくとも４つからなる連続フィールドは、ＮｕｍＵｎｉｑｕｅＴｒ
ａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘｅｓ、ＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒＩｎｃｌｕｄｅｄ及びＡｕｘ
ＤＲＣＣｏｖｅｒを含むことができる。
【０１１７】
　前記複数の少なくとも４つからなる連続フィールドは、ＮｕｍＵｎｉｑｕｅＴｒａｆｆ
ｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘｅｓ、ＳｃｈｅｄｕｌｅｒＴａｇ及びＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒを含
むことができる。また、前記複数の少なくとも４つからなる連続フィールドは、ＮｕｍＵ
ｎｉｑｕｅＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘｅｓ、ＳｃｈｅｄｕｌｅｒＴａｇ及びＡｕｘ
ＤＲＣＣｏｖｅｒＩｎｃｌｕｄｅｄを含むことができる。
【０１１８】
　前記複数の少なくとも４つからなる連続フィールドは、ＮｕｍＵｎｉｑｕｅＴｒａｆｆ
ｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘｅｓ及びＳｃｈｅｄｕｌｅｒＴａｇを含むことができる。また、前
記複数の少なくとも４つからなる連続フィールドは、ＮｕｍＵｎｉｑｕｅＴｒａｆｆｉｃ
ＭＡＣＩｎｄｅｘｅｓ及びＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒＩｎｃｌｕｄｅｄを含むことができる
。
【０１１９】
　前記複数の少なくとも４つからなる連続フィールドは、ＮｕｍＵｎｉｑｕｅＴｒａｆｆ
ｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘｅｓ及びＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒを含むことができる。また、前記
複数の少なくとも４つからなる連続フィールドは、ＳｃｈｅｄｕｌｅｒＴａｇ及びＡｕｘ
ＤＲＣＣｏｖｅｒを含むことができる。
【０１２０】
　前記複数の少なくとも４つからなる連続フィールドは、ＳｃｈｅｄｕｌｅｒＴａｇ及び
ＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒＩｎｃｌｕｄｅｄを含むことができる。また、前記複数の少なく
とも４つからなる連続フィールドは、ＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒＩｎｃｌｕｄｅｄ及びＡｕ
ｘＤＲＣＣｏｖｅｒを含むことができる。好ましくは、前記メッセージは、ＴＣＡ（Ｔｒ
ａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ）メッセージである。
【０１２１】
　本発明の追加的な特徴と利点は明細書に記載され、部分的には明細書の記載から明白に
なり、さらには本発明の実施から理解されることができる。本発明に関する一般的な説明
及び詳細な説明は例示的なもので、請求された発明をさらに説明するためのものである。
【０１２２】



(17) JP 4841635 B2 2011.12.21

10

20

30

40

50

　また、明細書に記載された実施例の他にも、添付の図面を参照して詳細に説明された実
施例に基づく様々な改変例が可能であるということは、当業者にとっては明らかであり、
したがって、本発明は、開示された特定実施例に限定されることはない。
【発明を実施するための最良の形態】
【０１２３】
　以下、添付の図面を参照しつつ、本発明の好適な実施例について詳細に説明する。本発
明は、提案された高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：Ｈｉｇｈ　Ｒａｔｅ　Ｐａｃｋｅｔ　
Ｄａｔａ）システムを改善するためのメカニズムを提供する。
【０１２４】
　本発明で提案する方法は、パイロットグループ情報を運搬するためにセクターパラメー
タメッセージにＰｉｌｏｔＧｒｏｕｐＩＤを含むことと、短くなったＮｅｉｇｈｂｏｒＬ
ｉｓｔメッセージをエンコーディングできることと、多重搬送波に対する要請アップデー
トのためのＲｏｕｔｅＵｐｄａｔｅＲｅｑｕｅｓｔメッセージの改善と、候補セットパイ
ロットのパイロットドロップタイマーを、ＲｏｕｔＵｐｄａｔｅを転送するためのトリガ
ーとして使用する場合、連結状態でＲｏｕｔＵｐｄａｔｅメッセージが転送されると、こ
のＲｏｕｔＵｐｄａｔｅメッセージにレファレンスパイロットのチャンネルレコードを含
むことと、所定の状況でメッセージを短くするためにＴｒａｆｆｉｃＣｈａｎｎｅｌＡｓ
ｓｉｇｎｍｅｎｔをエンコーディングすることと、サービングセクター決定時の衝突を避
けるために所定の状況に補助ＤＲＣカバー使用を制限することと、遊休状態でＯｖｅｒｈ
ｅａｄＭｅｓｓａｇｅｓ．Ｕｐｄａｔｅｄ指示情報（Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）及びＯｖｅ
ｒｈｅａｄＭｅｓｓａｇｅｓＮｅｉｇｈｂｏｒＬｉｓｔ初期化を処理すること、とを含む
。
【０１２５】
　本発明が解決しようとする問題は、データ率制御（ＤＲＣ）カバーがデータソース制御
（ＤＳＣ）と関連していないセクターを指示する恐れがあるという点である。例えば、デ
ータソース制御（ＤＳＣ）と関連したセルのＤＲＣＬｏｃｋが‘０’であれば、補助ＤＲ
Ｃカバーが使用されてはならない。この問題を解決するために、ＤＲＣまたはパイロット
カバー（ｐｉｌｏｔ　ｃｏｖｅｒ）を転送した以降の次のＤＲＣＬｅｎｇｔｈスロットの
間に、有効でないサブ活性セットと関連したＤＳＣが、ＤＲＣを転送した以降の次のＤＲ
ＣＬｅｎｇｔｈスロットの間に有効なＤＳＣにより指示されるデータソースに属しない場
合に、接続端末がパイロットカバーを転送すると、パイロットカバーはＤＲＣカバーにセ
ッティングされ、補助ＤＲＣカバーにセッティングされない。
【０１２６】
　本発明が解決しようとする他の問題は、ＳｅｃｔｏｒＰａｒａｍｅｔｅｒｓメッセージ
が、このメッセージを転送するチャンネルまたは現在セクター内のチャンネルに関するＰ
ｉｌｏｔＧｒｏｕｐＩＤ情報を伝達しない場合がありうるという点である。したがって、
ＰｉｌｏｔＧｒｏｕｐＩＤのオカーレンス（ｏｃｃｕｒｒｅｎｃｅｓ）が正しくないこと
がありうる。
【０１２７】
　一つのセクターは、異なる転送電力または異なるカバレッジ領域を持つ多重チャンネル
または多重搬送波を持つことができる。ＰｉｌｏｔＧｒｏｕｐは、同一カバレッジ領域を
持つ同一セクターからのチャンネルまたは搬送波グループである。接続端末が同一セクタ
ーを指示する同一ＰＮオフセットを持つ様々なパイロットを調べ、これらのパイロットが
同一ＰｉｌｏｔＧｒｏｕｐＩＤを持つと、接続端末は、これらのパイロットのうち一つの
信号強度についてのみＡＮに報告すればよい。
【０１２８】
　例えば、ＳｅｃｔｏｒＰａｒａｍｅｔｅｒｓメッセージがＰＮａ及びＰｉｌｏｔＧｒｏ
ｕｐＩＤｘを持つチャンネル‘Ａ’上のパイロットを指示し、接続端末が連結状態に入る
場合、このＡＴには、以降、ＴｒａｆｆｉｃＣｈａｎｎｅｌＡｓｓｉｇｎｍｅｎｔメッセ
ージを通じてＰＮａ及びＰｉｌｏｔＧｒｏｕｐＩＤｘを持つ順方向チャンネル‘Ｂ’及び
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‘Ｃ’が割り当てられると仮定する。また、以降、ＡＴが連結解除され遊休状態に入るが
、ＡＴは相変らず自身のとなり／候補セットとしてチャンネル‘Ａ’、‘Ｂ’及び‘Ｃ’
を持つと仮定する。
【０１２９】
　上記の場合、連結状態または遊休状態にあるＡＴが、チャンネル‘Ａ’、‘Ｂ’及び‘
Ｃ’が同一ＰｉｌｏｔＧｒｏｕｐにあるということがわかった以降は、３つのパイロット
とも活性となり／候補セットにあるとしても、３つのパイロット全てに関する信号強度を
報告する必要がない。ＡＴは、‘Ａ’、‘Ｂ’及び‘Ｃ’パイロットのうち一つを選択し
て報告することができる。
【０１３０】
　かかる問題に対する解決法は、接続端末が連結状態にある場合、接続端末と隣り合うセ
クターに相応する情報を伝達するＮｅｉｇｈｂｏｒＬｉｓｔメッセージを使用することで
ある。図１８は、本発明によるＮｅｉｇｈｂｏｒＬｉｓｔメッセージを示す。
【０１３１】
　接続ネットワークは、となりに関するチャンネルレコードが含まれた場合、Ｃｈａｎｎ
ｅｌＩｎｃｌｕｄｅｄフィールドを‘１’にセッティングすることができる。そうでない
場合、接続ネットワークは、ＣｈａｎｎｅｌＩｎｃｌｕｄｅｄフィールドを‘０’にセッ
ティングすることができる。パイロットと関連したチャンネルが、このメッセージを伝達
するのに使われるチャンネルと同一であれば、接続ネットワークは、フィールドの最初の
オカーレンス（ｏｃｃｕｒｒｅｎｃｅ）を‘０’にセッティングすることができる。フィ
ールドの最初のオカーレンスが‘０’にセッティングされた場合、接続端末は、パイロッ
トと関連したチャンネルがメッセージを受信したチャンネルと同一であると判断する。
【０１３２】
　パイロットと関連したチャンネルが、以前パイロットが関連したチャンネルと同一であ
れば、接続ネットワークはフィールドの他のオカーレンスを‘０’にセッティングできる
。フィールドのｎ番目のオカーレンスは、ＰｉｌｏｔＰＮフィールドを含むレコードでＰ
ｉｌｏｔＰＮのｎ番目のオカーレンスに相応する。
【０１３３】
　上記問題に対する他の解決法は、接続端末に対するセクター特異的（ｓｐｅｃｉｆｉｃ
）情報を伝達するＳｅｃｔｏｒＰａｒａｍｅｔｅｒｓメッセージを使用することである。
図１９Ａ及び１９Ｂは、本発明によるＳｅｃｔｏｒＰａｒａｍｅｔｅｒｓメッセージを示
す。
【０１３４】
　本発明が解決しようとする他の問題は、ＯｖｅｒｈｅａｄＭｅｓｓａｇｅｓ．Ｕｐｄａ
ｔｅｄ指示情報及びＯｖｅｒｈｅａｄＭｅｓｓａｇｅｓＮｅｉｇｈｂｏｒＬｉｓｔ初期化
を処理することが、連結状態セクションから除去されなければならないという点である。
かかる問題を解決するために、ＯｖｅｒｈｅａｄＭｅｓｓａｇｅｓ．Ｕｐｄａｔｅｄ指示
情報処理過程を変更する。
【０１３５】
　ＯｖｅｒｈｅａｄＭｅｓｓａｇｅｓ．Ｕｐｄａｔｅｄ指示情報を受信すると、接続端末
は、遊休状態でＯｖｅｒｈｅａｄＭｅｓｓａｇｅｓＮｅｉｇｈｂｏｒＬｉｓｔ初期化過程
を行った後、Ｐｉｌｏｔ　ＰＮ位相測定過程を行う。
【０１３６】
　本発明が解決しようとする他の問題は、ＲｏｕｔｅＵｐｄａｔｅメッセージにレファレ
ンスパイロットのためのチャンネルレコードがないという点である。こういう問題を解決
するために、図２０に示すように、レファレンスパイロットのためのチャンネルレコード
を含むＲｏｕｔｅＵｐｄａｔｅメッセージを提供する。
【０１３７】
　ＲｏｕｔｅＵｐｄａｔｅメッセージに載せられた最初のパイロットがＲｅｆｅｒｅｎｃ
ｅＰｉｌｏｔである。パイロットは、ＲｏｕｔｅＵｐｄａｔｅメッセージが転送された逆
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方向リンクチャンネルと関連した順方向リンクチャンネルにあるので、ＡＴは一般的にパ
イロットのための順方向チャンネルを特定する必要がない。
【０１３８】
　このような仮定は、ＡＴが只一つの逆方向リンクチャンネルにのみ接続する多重搬送波
システムにおける遊休状態には相変らず妥当である。しかし、ＡＴは、連結状態で複数の
逆方向リンクチャンネルを持つことができ、ＡＴはＲｅｆｅｒｅｎｃｅＰｉｌｏｔを転送
する順方向リンクチャンネルと関連していない逆方向リンクチャンネルを通じてＲｏｕｔ
ｅＵｐｄａｔｅメッセージを転送することができる。解決法として、Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ
Ｐｉｌｏｔに関するチャンネルを特定することができる。
【０１３９】
　メッセージに次のチャンネルレコードが含まれた場合、接続端末はＣｈａｎｎｅｌＩｎ
ｃｌｕｄｅｄフィールドを‘１’にセッティングすることができる。そうでない場合、接
続端末はＣｈａｎｎｅｌＩｎｃｌｕｄｅｄフィールドを‘０’にセッティングできる。こ
のチャンネルレコードが含まれていない場合、パイロットはレファレンスパイロットと同
一である。
【０１４０】
　メッセージが接続チャンネルを通じて転送された場合、接続端末は、ＡＴＴｏｔａｌＰ
ｉｌｏｔＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＩｎｃｌｕｄｅｄフィールドを省略する。そうでない
場合、接続端末は、ＡＴＴｏｔａｌＰｉｌｏｔＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＩｎｃｌｕｄｅ
ｄフィールドを含み、‘１’にセッティングすることができる。
【０１４１】
　メッセージが接続チャンネルを通じて転送された場合、接続端末はＲｅｆｅｒｅｎｃｅ
ＰｉｌｏｔＣｈａｎｎｅｌＩｎｃｌｕｄｅｄフィールドを含まない。メッセージが逆方向
トラフィックチャンネルで転送される場合、接続端末はＲｅｆｅｒｅｎｃｅＰｉｌｏｔＣ
ｈａｎｎｅｌＩｎｃｌｕｄｅｄフィールドを含む。
【０１４２】
　ＲｅｆｅｒｅｎｃｅＰｉｌｏｔＣｈａｎｎｅｌＩｎｃｌｕｄｅｄフィールドが含まれ、
ＲｅｆｅｒｅｎｃｅＰｉｌｏｔＣｈａｎｎｅｌが、メッセージが転送される逆方向ＣＤＭ
Ａチャンネルと関連したＦＤＤ－対（ｐａｉｒｅｄ）の順方向ＣＤＭＡチャンネルである
場合、接続端末は、ＲｅｆｅｒｅｎｃｅＰｉｌｏｔＣｈａｎｎｅｌＩｎｃｌｕｄｅｄフィ
ールドを‘０’にセッティングできる。ＲｅｆｅｒｅｎｃｅＰｉｌｏｔＣｈａｎｎｅｌＩ
ｎｃｌｕｄｅｄフィールドが含まれ、ＲｅｆｅｒｅｎｃｅＰｉｌｏｔＣｈａｎｎｅｌが、
当該メッセージが転送される逆方向ＣＤＭＡチャンネルと関連したＦＤＤ－対の順方向Ｃ
ＤＭＡチャンネルでない場合、接続端末はＲｅｆｅｒｅｎｃｅＰｉｌｏｔＣｈａｎｎｅｌ
Ｉｎｃｌｕｄｅｄフィールドを‘１’にセッティングできる。
【０１４３】
　接続端末は、ＡＴＴｏｔａｌＰｉｌｏｔＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎＩｎｃｌｕｄｅｄが
含まれ、‘１’にセッティングされた場合にのみＡＴＴｏｔａｌＰｉｌｏｔＴｒａｎｓｍ
ｉｓｓｉｏｎフィールドを含む。もし含まれると、送信機が０．５ｄｂｍ単位に可能な場
合、接続端末はＡＴＴｏｔａｌＰｉｌｏｔＴｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎフィールドを（複数
の）パイロットに対する現在の総平均転送電力にセッティングする。このフィールドは、
符号化された２の補数で表現される。
【０１４４】
　接続端末は、ＲｅｆｅｒｅｎｃｅＰｉｌｏｔＣｈａｎｎｅｌＩｎｃｌｕｄｅｄが含まれ
、‘１’にセッティングされた場合にのみＲｅｆｅｒｅｎｃｅＰｉｌｏｔＣｈａｎｎｅｌ
フィールドを含む。もし含まれると、接続端末はＲｅｆｅｒｅｎｃｅＰｉｌｏｔＣｈａｎ
ｎｅｌをレファレンスパイロットに相応するチャンネルレコードでセッティングする。こ
のチャンネルレコードは、当該レファレンスパイロットチャンネルに対する搬送波周波数
を定義する。
【０１４５】
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　本発明が解決しようとするさらに他の問題は、ＲｏｕｔｅＵｐｄａｔｅＲｅｑｕｅｓｔ
メッセージが只一つのＣＤＭＡチャンネルに対してのみアップデートを要請できるという
点である。かかる問題を解決するために、接続ネットワークはＲｏｕｔｅＵｐｄａｔｅＲ
ｅｑｕｅｓｔメッセージを転送し、接続端末がＲｏｕｔｅＵｐｄａｔｅメッセージを転送
するように要請する。本発明に係るＲｏｕｔｅＵｐｄａｔｅＲｅｑｕｅｓｔメッセージを
、図２１に示す。
【０１４６】
　接続ネットワークは、となりに関するチャンネルレコードが含まれた場合、Ｃｈａｎｎ
ｅｌＩｎｃｌｕｄｅｄフィールドを‘１’にセッティングできる。そうでない場合、接続
ネットワークはＣｈａｎｎｅｌＩｎｃｌｕｄｅｄフィールドを‘０’にセッティングでき
る。
【０１４７】
　接続ネットワークは、パイロットと関連したチャンネルが以前パイロットと関連したチ
ャンネルと同一な場合、ＣｈａｎｎｅｌＩｎｃｌｕｄｅｄフィールドを‘０’にセッティ
ングできる。フィールドのｎ番目のオカーレンスは、ＰｉｌｏｔＰＮフィールドを含むレ
コードでＰｉｌｏｔＰＮのｎ番目のオカーレンスに相応する。
【０１４８】
　ＣｈａｎｎｅｌＩｎｃｌｕｄｅｄが‘０’にセッティングされると、接続ネットワーク
はチャンネルフィールドを省略する。そうでない場合、接続ネットワークは、チャンネル
フィールドをチャンネルレコード仕様にセッティングする。接続ネットワークは、当該レ
コードのＳｙｓｔｅｍＴｙｐｅフィールドを０ｘ００にセッティングする。
【０１４９】
　本発明が解決しようとするさらに他の問題は、接続ネットワークが候補セット内のパイ
ロットを活性セットにそれ以上追加しないことがありうるという点である。かかる問題を
解決するために、パイロットドロップタイマーを用いて、活性セットまたは候補セットパ
イロットのパイロットドロップタイマーが満了したが、当該情報を伝達するＲｏｕｔｅＵ
ｐｄａｔｅメッセージが最後のＲｅｓｅｔＲｅｐｏｒｔメッセージを受信してから転送さ
れていない場合、接続端末がＲｏｕｔｅＵｐｄａｔｅメッセージを転送するようにする。
【０１５０】
　本発明が解決しようとするさらに他の問題は、ＳｙｍｍｅｔｒｉｃＭｏｄｅＥｎａｂｌ
ｅｄが‘１’にセッティングされた場合にＴＣＡメッセージに含まれたＤＳＣｆｏｒＴｈ
ｉｓＦＬＥｎａｂｌｅｄ及びＤＳＣＳａｍｅＡｓＴｈｉｓＦｏｒｗａｒｄＣｈａｎｎｅｌ
フィールドがいずれも必要ではないという点である。かかる問題を解決するために、ＤＳ
ＣｆｏｒＴｈｉｓＦＬＥｎａｂｌｅｄ及びＤＳＣＳａｍｅＡｓＴｈｉｓＦｏｒｗａｒｄＣ
ｈａｎｎｅｌフィールドをＴＣＡメッセージに選択的に含めることによって、短くなった
ＴＣＡメッセージを提供する。
【０１５１】
　接続ネットワークは、ＳｙｍｍｅｔｒｉｃＭｏｄｅＥｎａｂｌｅｄフィールドが‘１’
にセッティングされた場合に、単にＤＳＣｆｏｒＴｈｉｓＦＬＥｎａｂｌｅｄフィールド
のみを含む。この接続ネットワークは、ＤＳＣｆｏｒＴｈｉｓＦＬＥｎａｂｌｅｄフィー
ルドを‘１’にセッティングし、接続端末がＡｓｓｉｇｎｅｄＣｈａｎｎｅｌにより特定
された順方向リンクＣＤＭＡチャンネルに関するＤＳＣチャンネルを転送するように指示
する。
【０１５２】
　ＤＳＣチャンネルは、ＡｓｓｉｇｎｅｄＣｈａｎｎｅｌにより特定された順方向リンク
ＣＤＭＡチャンネルに対するＤＲＣ及びＡＣＫを伝達するのと同じ逆方向リンクＣＤＭＡ
チャンネル上で転送されることができる。
【０１５３】
　接続ネットワークは、ＳｙｍｍｅｔｒｉｃＭｏｄｅＥｎａｂｌｅｄフィールドが‘１’
にセッティングされた場合に、単にＤＳＣＳａｍｅＡｓＴｈｉｓＦｏｒｗａｒｄＣｈａｎ
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ｎｅｌフィールドのみを含む。接続ネットワークは、ＤＳＣＳａｍｅＡｓＴｈｉｓＦｏｒ
ｗａｒｄＣｈａｎｎｅｌフィールドがＡｓｓｉｇｎｅｄＣｈａｎｎｅｌにより特定された
順方向ＣＤＭＡチャンネルと関連したＤＲＣ値及びこのフィールドの値により特定された
順方向ＣＤＭＡチャンネルが同一であるということを指示するようにセッティングされる
。もし、ＤＳＣＳａｍｅＡｓＴｈｉｓＦｏｒｗａｒｄＣｈａｎｎｅｌフィールドの値がｎ
であれば、このフィールドにより特定された順方向ＣＤＭＡチャンネルは上記メッセージ
を通じて接続端末に割り当てられた昇順の周波数でｎ番目の順方向リンクＣＤＭＡチャン
ネルである。
【０１５４】
　接続ネットワークは、ＤＳＣＳａｍｅＡｓＴｈｉｓＦｏｒｗａｒｄＣｈａｎｎｅｌフィ
ールドを‘０’にセッティングし、ＡｓｓｉｇｎｅｄＣｈａｎｎｅｌにより特定された順
方向ＣＤＭＡチャンネルと関連したＤＳＣ値が、他の順方向リンクＣＤＭＡチャンネルに
関するＤＳＣ値と無関係であるということを指示する。もし、ＤＳＣｆｏｒＴｈｉｓＦＬ
Ｅｎａｂｌｅｄフィールドが‘０’にセッティングされると、ＤＳＣＳａｍｅＡｓＴｈｉ
ｓＦｏｒｗａｒｄＣｈａｎｎｅｌフィールドは‘０’にセッティングされない。
【０１５５】
　本発明が解決しようとするさらに他の問題は、パイロットに割り当てられたＴｒａｆｆ
ｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘがないと、ＴＣＡメッセージに含まれたＳｃｈｅｄｕｌｅｒＴａｇ
及びＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒフィールドが必要でないという点である。かかる問題を解決
するために、図２２に示すように、ＴＣＡメッセージにＮｕｍＵｎｉｑｕｅＴｒａｆｆｉ
ｃＭＡＣＩｎｄｅｘｅｓフィールドを含めることによって、所定の条件下に様々なフィー
ルドを省略することができる。
【０１５６】
　トラフィックチャンネル割当に関する一部の場合において、トラフィック用逆方向リン
クの数がトラフィック用順方向リンクの数よりも多い。この場合、関連した順方向リンク
がトラフィックを伝達しない逆方向リンクは、単に順方向リンクに関するＭＡＣＩｎｄｅ
ｘ制御ワードのみを要求し、データトラフィックと関連したＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄ
ｅｘ、ＳｃｈｅｄｕｌｅｒＴａｇまたはＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒを要求しない。ＮｕｍＵ
ｎｉｑｕｅＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘｅｓフィールドを移動し、この場合にＳｃｈ
ｅｄｕｌｅｒＴａｇ、ＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒＩｎｃｌｕｄｅｄ及びＡｕｘＤＲＣＣｏｖ
ｅｒフィールドを省略できる。ＮｕｍＵｎｉｑｕｅＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘｅｓ
フィールドが‘１’以外の値にセッティングされた場合、ＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅ
ｘＰｅｒＩｎｔｅｒｌａｃｅＥｎａｂｌｅｄフィールドもまた、所定の場合に省略される
ことができる。
【０１５７】
　もし、ＳｅｃｔｏｒＩｎＴｈｉｓＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｃｌｕｄｅｄフィールドが‘
１’にセッティングされると、接続ネットワークはＮｕｍＵｎｉｑｕｅＴｒａｆｆｉｃＭ
ＡＣＩｎｄｅｘｅｓフィールドのみを含む。もし含まれると、接続ネットワークは、Ｎｕ
ｍＵｎｉｑｕｅＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘｅｓフィールドを、接続端末に割り当て
られた唯一の（ｕｎｉｑｕｅ）ＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘフィールドの数にセッテ
ィングする。１より大きい値は、ＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘ割当がインターレース
別に行なわれるということを指示する。
【０１５８】
　ＳｃｈｅｄｕｌｅｒＴａｇＩｎｃｌｕｄｅｄフィールドが‘０’にセッティング、また
はＮｕｍＵｎｉｑｕｅＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘｅｓが‘０’にセッティング、ま
たはＳｅｃｔｏｒＩｎＴｈｉｓＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｃｌｕｄｅｄフィールドが‘０’
にセッティングされると、接続ネットワークはＳｃｈｅｄｕｌｅｒＴａｇフィールドを省
略する。そうでない場合、接続ネットワークはＳｃｈｅｄｕｌｅｒＴａｇフィールドを含
み、このフィールドをパイロットが属するＳｃｈｅｄｕｌｅｒグループを指示する数字に
セッティングする。
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【０１５９】
　ＳｅｃｔｏｒＩｎＴｈｉｓＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｃｌｕｄｅｄフィールドが‘１’に
セッティングされ、ＮｕｍＵｎｉｑｕｅＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘｅｓが‘０’に
セッティングされないと、接続ネットワークはＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒＩｎｃｌｕｄｅｄ
フィールドのみを含む。このフィールドを含む場合に、接続ネットワークは、その次のＡ
ｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒフィールドが含まれると、ＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒＩｎｃｌｕｄｅ
ｄフィールドを‘１’にセッティングできる。
【０１６０】
　もしＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒＩｎｃｌｕｄｅｄフィールドが含まれないか、含まれると
しても‘０’にセッティングされた場合、接続ネットワークはＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒフ
ィールドを省略する。もし含まれると、接続ネットワークは、ＡｕｘＤＲＣＣｏｖｅｒフ
ィールドを、レコードで特定されたセクターと関連した補助ＤＲＣカバーにセッティング
する。
【０１６１】
　ＮｕｍＵｎｉｑｕｅＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘｅｓフィールドが含まれ、‘１’
にセッティングされた場合に、接続ネットワークはＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘＰｅ
ｒＩｎｔｅｒｌａｃｅＥｎａｂｌｅｄフィールドのみを含む。もし含まれると、接続ネッ
トワークは、ＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘＰｅｒＩｎｔｅｒｌａｃｅＥｎａｂｌｅｄ
フィールドが、ＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘ割当が活性セットメンバーに対してイン
ターレース別に行なわれたか否かを指示するようにセッティングする。
【０１６２】
　ＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘＰｅｒＩｎｔｅｒｌａｃｅＥｎａｂｌｅｄを‘１’に
セッティングすることは、ＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘ割当がインターレース別に行
われるということを指示する。ＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘＰｅｒＩｎｔｅｒｌａｃ
ｅＥｎａｂｌｅｄを‘０’にセッティングすることは、ＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘ
割当が活性セットメンバーに対する全てのインターレースで有効であるということを指示
する。
【０１６３】
　ＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘＰｅｒＩｎｔｅｒｌａｃｅＥｎａｂｌｅｄが含まれ、
‘１’にセッティングされたり、ＮｕｍＵｎｉｑｕｅＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘｅ
ｓが１よりも大きい値にセッティングされた場合にのみ、ＡｓｓｉｇｎｅｄＩｎｔｅｒｌ
ａｃｅｓフィールドが存在する。もし含まれると、接続ネットワークは、Ａｓｓｉｇｎｅ
ｄＩｎｔｅｒｌａｃｅｓフィールドが後述する割り当てられたＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎ
ｄｅｘフィールドと関連したインターレースを指示するようにセッティングする。
【０１６４】
　ＡｓｓｉｇｎｅｄＩｎｔｅｒｌａｃｅｓフィールドの‘ｋ’番目の位置を‘１’にセッ
ティングすることは、相応する次のＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘフィールドがインタ
ーレースｋ－１で有効であるということを指示する。ＡｓｓｉｇｎｅｄＩｎｔｅｒｌａｃ
ｅｓフィールドの‘ｋ’番目の位置を‘０’にセッティングすることは、接続端末が以降
フィールドで特定されるＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘを持つインターレースｋ－１で
サービスされないということを指示する。
【０１６５】
　ＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘＰｅｒＩｎｔｅｒｌａｃｅＥｎａｂｌｅｄが含まれ、
‘１’にセッティングされたり、ＮｕｍＵｎｉｑｕｅＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘｅ
ｓが１よりも大きい値にセッティングされると、接続ネットワークはＴｒａｆｆｉｃＭＡ
ＣＩｎｄｅｘフィールドをＭＡＣＩｎｄｅｘにセッティングする（このＭＡＣＩｎｄｅｘ
は、ＡｓｓｉｇｎｅｄＩｎｔｅｒｌａｃｅｓにより特定される（複数の）インターレース
上のパイロットに相応する）。もし、ＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘＰｅｒＩｎｔｅｒ
ｌａｃｅＥｎａｂｌｅｄが含まれ、‘０’にセッティングされると、接続ネットワークは
、ＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘフィールドを、全ての順方向リンクインターレース上
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の接続端末に割り当てられたＭＡＣＩｎｄｅｘにセッティングする。このＭＡＣＩｎｄｅ
ｘは、接続端末をあて先とするパケットを識別する。
【０１６６】
　図２３は、移動局（ＭＳ）または接続端末（ＡＴ）２を示すブロック図である。ＡＴ　
２は、プロセッサ（またはデジタル信号プロセッサ）１１０、ＲＦモジュール１３５、電
力管理モジュール１０５、アンテナ１４０、バッテリー１５５、ディスプレイ１１５、キ
ーパッド１２０、メモリ１３０、ＳＩＭカード１２５（選択的に含む）、スピーカー１４
５及びマイクロホン１５０を含む。
【０１６７】
　使用者は、例えば、キーパッド１２０のボタンを押したりマイクロホン１５０を用いた
音声活性化により、電話番号のような指示情報を入力する。マイクロプロセッサ１１０は
、指示情報を受信及び処理し、電話番号ダイヤリングのような適切な機能を行う。すなわ
ち、動作データをＳＩＭ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌｅ）カ
ード１２５またはメモリモジュール１３０から得、上記機能を行うことができる。また、
プロセッサ１１０は、使用者の参照及び便宜のために指示及び動作情報をディスプレイ１
１５に表示することができる。
【０１６８】
　プロセッサ１１０は、指示情報をＲＦモジュール１３５に伝達し、例えば音声通信デー
タを含む無線信号を転送するなど、通信を開始することができる。ＲＦモジュール１３５
は、無線信号の受信及び送信のための受信機及び送信機を含む。アンテナ１４０は、無線
信号の転送及び受信を容易にする。無線信号を受信すると、ＲＦモジュール１３５は、プ
ロセッサ１１０のために当該信号を伝達及び基底帯域に変換することができる。該処理さ
れた信号は、例えばスピーカー１４５を通じて可聴または可読の情報に変換される。プロ
セッサ１１０はまた、ＣＤＭＡ２０００または１ｘＥＶ－ＤＯシステムと関連して本明細
書で説明した多様な過程を行うのに必要なプロトコル及び機能を含む。
【０１６９】
　本発明の技術的思想及び必須特徴の範囲内で様々な形態の具現例が可能であり、したが
って、別に指示しない限り、本発明の範囲は、実施例に記載された内容に限定して解析さ
れてはいけず、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範囲内で広く解析されるべきで
ある。したがって、本発明の技術的思想の範囲内にある変更、修正、均等物はいずれも特
許請求の範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１７０】
　上記の実施例及び利点は例示的なもので、本発明を制限するためのものではない。本明
細書に教示された技術的思想は、他のタイプの装置にも容易に適用されることができる。
本発明についての詳細な説明は、単に本発明を説明するためのもので、特許請求の範囲を
制限することはない。したがって、様々な代替、修正、及び変形ができるということは、
当該技術分野に熟練した技術者にとっては自明である。特許請求の範囲で、手段－プラス
－機能の各節は、本明細書に上記機能を行うものとして記載された構造の他に、その構造
的均等物または均等な構造物にも範囲が及ぶ。
【図面の簡単な説明】
【０１７１】
【図１】無線通信ネットワーク構造を示す図である。
【図２Ａ】ＣＤＭＡ拡散及び逆拡散過程を示す図である。
【図２Ｂ】多重拡散シーケンスを用いた拡散及び逆拡散過程を示す図である。
【図３】ＣＤＭＡ逆方向電力制御方法を示す図である。
【図４】ＣＤＭＡレイク受信機を示す図である。
【図５】ＣＤＭＡ２０００無線ネットワークのデータリンクプロトコル構造階層を示す図
である。
【図６】ＣＤＭＡ２０００呼処理過程を示す図である。
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【図７】ＣＤＭＡ２０００初期化状態を示す図である。
【図８】ＣＤＭＡ２０００システム接続状態を示す図である。
【図９】ＣＤＭＡ２０００移動トラフィックチャンネル状態を示す図である。
【図１０】ＣＤＭＡ２０００多重化及びＱｏＳ副階層転送機能を示す図である。
【図１１】ＣＤＭＡ２０００の１ｘ及び１ｘＥＶ－ＤＯを比較した図である。
【図１２】１ｘＥＶ－ＤＯ無線ネットワークのネットワーク構造階層を示す図である。
【図１３】１ｘＥＶ－ＤＯ物理階層チャンネルを示す図である。
【図１４】１ｘＥＶ－ＤＯデフォルトプロトコル構造を示す図である。
【図１５】１ｘＥＶ－ＤＯノン（ｎｏｎ）－デフォルトプロトコル構造を示す図である。
【図１６】１ｘＥＶ－ＤＯセッション確立を示す図である。
【図１７】１ｘＥＶ－ＤＯ連結階層プロトコルを示す図である。
【図１８】本発明の一実施例によるＮｅｉｇｈｂｏｒＬｉｓｔメッセージを示す図である
。
【図１９Ａ】図１９Ａおよび図１９Ｂは、本発明の一実施例によるＳｅｃｔｏｒＰａｒａ
ｍｅｔｅｒｓメッセージを示す図である。
【図１９Ｂ】図１９Ａおよび図１９Ｂは、本発明の一実施例によるＳｅｃｔｏｒＰａｒａ
ｍｅｔｅｒｓメッセージを示す図である。
【図２０】本発明の一実施例によるＲｏｕｔｅＵｐｄａｔｅメッセージを示す図である。
【図２１】本発明の一実施例によるＲｏｕｔｅＵｐｄａｔｅＲｅｑｕｅｓｔメッセージを
示す図である。
【図２２】本発明の一実施例によるＮｕｍＵｎｉｑｕｅＴｒａｆｆｉｃＭＡＣＩｎｄｅｘ
ｅｓメッセージを示す図である。
【図２３】移動局または接続端末のブロック図である。
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